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はじめに 

ハナダカダンゴムシ Armadillidium nasatum Budde-Lund, 1885 は南ヨーロッパが原産地であると考

えられている陸棲等脚類であり（Nunomura 1990; Cochard et al. 2010），西ヨーロッパ各国を中心に，

北 米 ， 南 米 ， 中 央 ア ジ ア な ど に も 侵 入 し て い る 外 来 種 で あ る （ GBIF Occurrence 

https://doi.org/10.15468/dl.5n63kv, 2022.11.17 参照)．日本では神奈川県横浜市で初めて記録された（岩

本 1943）．国内におけるハナダカダンゴムシの分布報告は近年になって増加傾向にあり，兵庫県神戸

市（布村 1998），滋賀県草津市（石田 2009），富山県富山市（布村 2011），東京都八王子市（山崎・

吉田 2017），岩手県八幡平市（唐沢ら 2022a），広島県東広島市，北海道北広島市（唐沢ら 2022b）

などで分布が確認されている．新潟県内では 2020 年に東蒲原郡阿賀町豊川甲で初めて確認された（唐

沢ら 2022b）．十日町市においてはこれまでハナダカダンゴムシの分布は確認されていなかったが，

2020 年 6 月に本種が十日町市内で初めて確認されたため本稿にて報告する． 

 

結果 

Armadillidium nasatum Budde-Lund, 1885 

 

[調査標本] 

2♀，1♂，新潟県十日町市稲荷町（37.137516, 138.753580），2020 年 6 月 20 日，小海修，十日町市立

里山科学館越後松之山森の学校「キョロロ」収蔵. 

 

本報告におけるハナダカダンゴムシの採集地は新潟県十日町市の市街地における住宅の庭であっ

た。採集地周辺には植え込みや家庭菜園などの人為的な環境が散在していた。ハナダカダンゴムシは

近隣の住宅との境界にあるアスファルトの壁面や庭内に置かれた建設用木材下で数多く確認できた．

航空写真の記録から採集地となった住宅地がある場所は 1970 年代までは水田であったが，その後住

宅地へと造成されていた（地理院地図 https://maps.gsi.go.jp，2023.1.10 参照）．正確な造成時期は不明
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であるが 1990 年代には住宅地となっていた． 

ハナダカダンゴムシは，国内により広範囲に分布する外来陸棲等脚類であるオカダンゴムシ A, 

vulgare と近縁であり，本種は i）頭部正中の frontal lamina が背前方へ突出する点（図 1B，C，G，H，

黒矢尻），ii）腹尾が先端の丸まった三角形状である点（図１E，J，白矢尻）で後者から区別できる（Shultz 

2018; 布村 2015）．採集した標本はいずれもこれらの特徴を有しており，ハナダカダンゴムシである

と同定できた．雌の背板は灰色，雄の背板は黒色であり，雌雄ともに第 1 胸部背板から第 12 胸部

背板の正中線とその両側，背板側方に明褐色の斑紋が連続していたが，これらの斑紋は雄よりも雌の

方が明瞭であった（図 1A，F）． 

 

考察 

ハナダカダンゴムシはヨーロッパでは温室内で頻繁に確認されており（Cochard et al. 2010），日本

国内においても流通しているポット苗にオカダンゴムシ科が付着していた事例がある（東ら 2021）.

 

図１．ハナダカダンゴムシ Armadillidium nasatum Budde-Lund, 1885．（A）メス背面．（B）メス頭部背面．（C）メス

頭部前面．（D）メス腹部腹面．（E）メス腹部末端背面．（F）オス背面．（G）オス頭部背面．（H）オス頭部前面．

（I）オス腹部腹面．（J）オス腹部末端背面．A，B，D，F，G，I は生体．C，E，H，J は 70%エタノール液浸標本．

スケールバー：5mm（A，F)，1ｍｍ（B-E, G-J）．黒矢尻：frontal lamina，白矢尻：腹尾節． 
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本報告におけるハナダカダンゴムシの採集地の周辺には植え込みや家庭菜園が点在しており、ハナダ

カダンゴムシはこれらの苗や土壌と共に人為的に持ち込まれた可能性がある．十日町市内にハナダカ

ダンゴムシが侵入した年代は不明だが，本報告の採集地には水田から住宅に造成された 1990 年代以

後に侵入したと考えられる． 

日本国内でのハナダカダンゴムシの分布は局所的であるが，ハナダカダンゴムシにとって好適な気

象環境は国内に広く存在することから，国内におけるハナダカダンゴムシの分布が拡大することが予

想されている（Karasawa ＆ Nakata 2018）．神戸市では 1998 年に初めてハナダカダンゴムシの分布が

確認されてから 2013 年までに市内の林縁や草地，田畑，公園といった環境に分布が拡大しているこ

とが確認されている（鈴木・山本 2019）．ハナダカダンゴムシは林床の明るい疎林や草地，公園の植

え込みといった環境に侵入することが知られている（先崎ら 2015a; 先崎ら 2015b）．本報告における

採集地周辺にはハナダカダンゴムシが侵入・分散が可能な明るい林縁や植え込みが多数存在しており，

十日町市内にハナダカダンゴムシが広く分布している可能性がある．今後，十日町市内におけるハナ

ダカダンゴムシの分布とその影響に関してモニタリングする必要性があると考えられる． 
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